
■新任常勤医の紹介②

■院長あいさつ

院長　及川 友好

　新型コロナウイルスの感染が世界に拡大して３回目の
春を迎えました。地域における感染拡大を可能な限り抑
え、市民のみなさまの命を守るため、また医療が安心して
提供できる体制を維持するため、市立総合病院では、こ
れまでも、そしてこれからも、新型コロナウイルス感染症へ
の対応を行いながら、現行の医療体制を維持してまいり
ます。

　さて、新年度を迎え、４月から医師８名（常勤医師６名、研修医２名）、看護
師９名をはじめ、助産師、臨床検査技師、理学療法士、作業療法士、言語聴
覚士、総勢２４名が新たに仲間として加わりました。
　また、耳鼻咽喉科及び血液内科の常勤医師が新たに配置となったこと
で、４ 月から両診療科の入院診療も可能となり、さらに市の寄附講座事業に
より広島大学から消化器科医師が派遣されたことで、消化器科が強化され
ました。
　市立総合病院は、市民のみなさまからの期待に応えられるよう医療の質
の向上に努めて まいりますので、引き続きご理解 とご協力を賜りますようお
願い申 し上げます。
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◆循環器科

◆外科

◆耳鼻咽喉科

和田　健斗
わ  だ　     けんと

高間　  朗
たかま        あきら

佐藤　和則
さ と う      かずのり

【出身地】
　栃木県出身

【趣味休日の過ごし方】　
　テニス、ヴァイオリン

【コメント】
患者さんに寄り添い、誠実、信頼、安心を診療理
念とし、皆様のお役に立てるよう努力して参りたいと
思います。

【出身地】
　いわき市出身

【趣味休日の過ごし方】
　読書、ゴルフ、散策

【コメント】
南相馬市は父のゆかりの地です。震災の時は何も
できませんでしたが遅ればせながら復興の一助にな
れればと思い、力を尽くします。

【出身地】
　梁川町（現伊達市）出身

【趣味休日の過ごし方】
　食事、ドライブ、温泉巡り

【コメント】
地域の医療に貢献できるよう自分の
得意な分野を生かしつつ頑張ってい
きますので宜しくお願い致します。



（搬送人数）

■救急患者の受入れについて

病院だより　2022.５ ５病院だより　2022.５ ２

　南相馬市立総合病院では、体調が急変された方や事故等によりケガを
負った方などを受け入れるために、夜間、休日に救急外来を開いています。

　令和元年から令和３年までをみると、南相馬市立総合病院では、相馬管内
の救急搬送全体の約４割を受入れている状況です。
　なお、相馬管内の医療機関では、南相馬市立総合病院が最も多くの救急
搬送を受入れております。
※相馬管内（新地町、飯舘村、相馬市、南相馬市）

　地域において新型コロナウイルス感染症の影響がなかった令和元年の相馬管内の搬送

人数は３,７５１人、うち南相馬市立総合病院が１,３７４人を受け入れておりますが、新型コロ

ナウイルス感染症の影響から令和２年には相馬管内での搬送件数が３,２９９人（１２.１％

減）、南相馬市立総合病院での受け入れが１,１３４人（１７.５％減）となりました。

　令和３年には、相馬管内の搬送件数は令和２年から微減となっていますが、南相馬市立

総合病院での受入れ件数は増加に転じております。

■救急搬送の受入れ状況について

■新任常勤医の紹介①
◆血液内科

◆腎臓・高血圧内科

◆消化器科

奥村　廣和
おくむら    ひろかず

佐藤　孝紀
さ と う　   たかあき

谷野　文昭
た に の　  ふみあき

【出身地】
　滋賀県大津市出身

【趣味休日の過ごし方】　
　散歩、食堂めぐり

【コメント】
福島で出来る医療を南相馬で、仙台で出来る治療を
南相馬で、東京で出来る治療を南相馬で。

【出身地】
  千葉県松戸市出身

【趣味休日の過ごし方】　
　読書

【コメント】
まだまだ未熟者ですが、  福島の医療に貢献できるよ
う頑張りますので御指導御鞭撻の程よろしくお願い
致します。

【出身地】
　福島市出身

【趣味休日の過ごし方】
　旅行、映画鑑賞

【コメント】
地域医療に貢献できるよう
がんばります。

（出典：相馬地方広域消防本部）
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■受入れができなった状況について

病院だより　2022.５ ３病院だより　2022.５ ４

　夜間、休日救急外来では、専門医による通常の診療体制とは異なりますの
で、通常と同等の治療及び検査が受けられないことがあります。
　また、救急車により搬送された患者さんや他の医療機関から紹介された患
者さんにも対応しており、緊急性の高い方を優先して診療しています。
　南相馬市立総合病院で受入れができなかった理由としては、「緊急性が低
く輪番、かかりつけ医へ誘導（救急搬送の必要性が無かった）」が最も多く、
約半数を占めております。

■夜間救急電話相談ダイヤル
　福島県では、夜間に急な病気やけ
がをした際、応急処置の方法、受診や
救急車要請の必要性を相談できる電
話窓口を設置しております。
　電話相談のオペレーターは、臨床経
験のある看護師が対応しております。
　“病院へ行ったほうがいいのか”、
“救急車を呼んだほうがいいのか”、と
迷った場合は、夜間救急電話相談を
ご利用ください。

■令和４年４月からの外来診療体制
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